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役
員
改
選
に
関
す
る
件

〈
会
　
　
長
〉

池
田
　
一
義

〈
副
　

会
　

長
〉

小
谷
野
堅
太
郎

篠
原
　
唯
史

秋
本
　
清
一

志
村
　
宜
洋

鈴
木
　
久
雄

〈
常
任
理
事
〉

星
野
　
晃
輝

小
西
　
元
治

小
川
　
　
晃

積
田
　
鉄
也

石
井
　
貴
朗

山
崎
　
政
次

岩
渕
　
　
均

近
藤
　
雅
透

新
井
　
正
夫

関
根
　
　
徹

新
井
　
清
孝

三
上
　
博
史

三
富
タ
ミ
エ

　
 

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

㈱
寿
屋

㈲
東
浦
和
開
発

㈲
秋
本
商
店

㈱
し
む
ら

㈲
ワ
イ
ズ

㈱
央
浦
印
刷
社

㈱
コ
ニ
シ
ホ
ー
ム

㈱
和
幸
製
作
所

積
田
冷
熱
工
事
㈱

㈲
ハ
イ
フ
ラ
ワ
ー

㈱
ソ
ウ
ケ
ン

関
東
図
書
㈱

㈱
リ
サ
イ
ク
ル
ア
シ
ス
ト

㈲
新
清
商
事

㈱
関
根
商
店

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

㈲
博
善
社

三
国
水
材
㈱

総
務
・
広
報
委
員
会
担
当 

浦
和
区
支
部
長

組
織
委
員
会
担
当 

緑
区
支
部
長

税
制
委
員
会
担
当 

南
区
支
部
長

厚
生
委
員
会
担
当 

桜
区
支
部
長

研
修
委
員
会
担
当 

中
央
区
支
部
長

広
報
委
員
長
　

税
制
委
員
長

浦
和
区
北
支
部
長

研
修
委
員
長

組
織
委
員
長

総
務
委
員
長

厚
生
委
員
長

青
年
部
会
長

女
性
部
会
長

〈
理
　
　
事
〉

染
谷
　
幸
一

岡
野
　
博
隆

藤
倉
　
幸
親

那
須
　
輝
一

細
渕
　
俊
夫

岡
田
　
康
右

岡
崎
　
和
彦

天
沼
　
誠
人

井
川
　
　
潤

小
野
　
裕
子

内
田
　
康
信

星
野
　
栄
一

奥
田
　
和
明

稲
垣
　
博
正

斉
藤
　
忠
治

杉
山
　
英
治

栁
　
寿
美
恵

中
村
　
国
雄

小
久
保
岳
彦

秋
本
　
建
二

中
村
　
達
一

塩
川
　
和
彦

遠
藤
　
　
寛

佐
野
　
尚
子

村
瀬
　
邦
夫

山
﨑
　
充
晴

飯
田
　
孝
司

島
田
　
雄
一

早
坂
　
直
喜

㈱
浦
和
花
見

㈱
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス

㈴
藤
倉
商
店

㈲
柏
屋
楽
器

浦
和
商
業
開
発
㈱

㈲
オ
カ
ダ
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

㈱
グ
リ
ー
ン
企
画
社

天
沼
陶
業
㈱

㈱
ぷ
ら
す

㈲
寿
薬
局

東
産
業
㈱

㈱
星
野
住
設

㈲
原
山
高
橋
畜
産

㈻
稲
垣
学
園
　
浦
和
み
ず
ほ
幼
稚
園

㈲
し
ぶ
や

㈱
ス
ギ
ヤ
マ
巧
芸
社

㈱
生
き
い
き

㈱
東
農
園

㈱
小
久
保
園

㈲
稲
荷
屋
商
店

埼
京
開
発
㈱

塩
川
設
計
測
量
㈱

㈱
遠
藤
工
務
店

㈲
新
創
企
画

㈲
村
瀬
商
事

㈱
三
喜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

㈲
イ
イ
ダ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
昭
和
工
業

東
和
警
備
保
障
㈱

第
10
回
定
時
総
会
の
開
催

　
5
月
19
日
㈬
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦

和
に
お
い
て
第
10
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、例
年
総
会
と
併
せ
て
開
催
し

て
い
た
講
演
会
及
び
懇
親
会
を
中
止
し
、限
ら

れ
た
人
数
で
時
間
を
短
縮
し
て
行
い
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
令
和
２
年
度
収
支
決
算
承
認

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
件

第
２
号
議
案
　
役
員
選
任(

案)

承
認
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
件

　
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
異
議
な
く
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
席
議
決
権
行
使
者
48
名
、委
任
状
１
　３
８
６
名
）

代
表
理
事
等
の
決
定

　
総
会
後
同
会
場
で
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、

池
田
一
義
氏
が
令
和
３
年
・
４
年
度
の
代
表
理

事
（
会
長
）
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
・
４
年
度
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

代表理事（会長）に選任された
池田一義氏
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北
　
清
太
郎

中
江
　
利
明

住
吉
　
　
望

山
本
　
重
夫

西
巻
　
武
志

森
嶋
　
　
修

本
多
　
正
和

大
貫
　
　
充

関
根
　
睦
己

小
林
　
　
満

小
暮
　
英
夫

本
澤
　
和
久

河
合
　
明
弘

首
藤
　
和
彦

宇
津
城
美
奈
子

平
沼
大
二
郎

池
田
　
知
弘

宮
澤
　
明
美

森
　
　
道
子

シ
ン
建
工
業
㈱

㈲
マ
ル
ナ
カ
防
災

㈱
さ
い
た
ま
奉
仕
会
葬
祭
セ
ン
タ
ー

森
田
運
送
㈱

㈱
マ
キ
ス
タ
ヂ
オ

㈱
森
島
工
務
店

㈲
丸
正

㈱
大
貫
工
務
店

ム
ツ
ミ
産
業
㈱

㈱
小
林
鍍
金
工
業

㈲
小
暮
シ
グ
マ
研
修

㈱
マ
ル
モ
ト

さ
い
た
ま
新
都
心
税
理
士
法
人

八
生
建
設
㈱

柏
木
建
設
㈱

㈱
サ
イ
ホ
ー

㈲
池
仲
商
事

㈱
鵞
毛
堂

㈱
岡
村

◆
退
任
感
謝
状

【
会
長
】

利
　
根
　
忠
　
博
　
　
　
　
会
長

【
理
事
】

関
　
口
　
聡
　
子
　
　
　
　
浦
和
区
支
部

榎
　
本
　
　
　
擴
　
　
　
　
桜
区
支
部

厚
　
川
　
俊
　
子
　
　
　
　
桜
区
支
部

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

感
謝
状・表
彰
状
受
彰
者

【
監
事
】

厚
　
川
　
勝
　
藏
　
　
　
　
桜
区
支
部

◆
特
別
功
労
賞
 

 

故
　
橋
　
本
　
保
　
彦
　
　
浦
和
区
北
支
部

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰
 
 

 

 

 

 

【
特
別
表
彰
】５
年
連
続
し
て
５
社
以
上
、又
は
５
年
間
で
15
社
以
上
獲
得
  

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
与
野
支
店

川
口
信
用
金
庫
　
　
　
北
浦
和
支
店

【
特
別
表
彰
】
令
和
２
年
度
に
５
社
以
上
獲
得

埼
玉
り
そ
な
銀
行
　
　
浦
和
中
央
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
北
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
北
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
与
野
支
店

橋
　
本
　
達
　
也
　
　
浦
和
区
北
支
部

【
優
秀
表
彰
】
令
和
２
年
度
に
１
社
以
上
獲
得

〔
会
員
・
役
員
〕

山
　
梨
　
英
　
男
　
　
浦
和
区
支
部

小
　
川
　
　
　
晃
　
　
浦
和
区
北
支
部

篠
　
原
　
唯
　
史
　
　
緑
区
支
部

矢
　
作
　
富
　
隆
　
　
緑
区
支
部

早
　
坂
　
直
　
喜
　
　
南
区
支
部

榎
　
本
　
　
　
擴
　
　
桜
区
支
部

松
　
岡
　
貴
　
幸
　
　
桜
区
支
部

新
　
井
　
清
　
孝
　
　
中
央
区
支
部

田
　
中
　
勇
　
一
　
　
中
央
区
支
部

鳥
　
井
　
義
　
兼
　
　
中
央
区
支
部

田
　
中
　
友
　
美
　
　
管
轄
外

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
〕

埼
玉
り
そ
な
銀
行
　
　
さ
い
た
ま
営
業
部

埼
玉
り
そ
な
銀
行
　
　
北
浦
和
支
店

埼
玉
り
そ
な
銀
行
　
　
浦
和
美
園
出
張
所

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
県
庁
前
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
東
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
武
蔵
浦
和
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
北
浦
和
西
口
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
白
鍬
支
店

武
蔵
野
銀
行
　
　
　
　
南
浦
和
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
西
堀
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
大
間
木
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
大
久
保
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
大
東
支
店

埼
玉
縣
信
用
金
庫
　
　
南
浦
和
支
店

青
木
信
用
金
庫
　
　
　
埼
大
通
支
店

青
木
信
用
金
庫
　
　
　
南
浦
和
支
店

青
木
信
用
金
庫
　
　
　
尾
間
木
支
店

青
木
信
用
金
庫
　
　
　
木
崎
支
店

青
木
信
用
金
庫
　
　
　
浦
和
支
店

川
口
信
用
金
庫
　
　
　
浦
和
道
場
支
店

川
口
信
用
金
庫
　
　
　
与
野
支
店

飯
能
信
用
金
庫
　
　
　
さ
い
た
ま
中
央
支
店

東
京
信
用
金
庫
　
　
　
浦
和
白
幡
支
店

久
　
松
　
洋
　
子
　
　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

堀
　
田
　
悦
　
子
　
　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

㈱
ノ
ッ
ト
イ
コ
ー
ル
　
A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

㈱
ベ
ン
ポ
ス
タ
　
　
　
A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

古
　
屋
　
知
　
之
　
　
A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

㈱
ユ
マ
ニ
テ
　
　
　
　
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社
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◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰

【
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
紹
介
】

矢
　
作
　
富
　
隆
　
　
　
緑
区
支
部

榎
　
本
　
　
　
擴
　
　
　
桜
区
支
部

志
　
村
　
宜
　
洋
　
　
　
桜
区
支
部

【
経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進
】

小
　
柳
　
優
　
子
　
　
　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
　
埼
玉
支
社

溝
　
口
　
惠
　
子
　
　
　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
　
埼
玉
支
社

久
　
松
　
み
ゆ
き
　
　
　
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
　
埼
玉
支
社

【
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進
】

㈱
ユ
マ
ニ
テ
　
　
　
A 

I 

G
損
害
保
険
株
式
会
社
　
埼
玉
支
店

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
　

　
　
　
　
　
　
　
　
A 

I 

G
損
害
保
険
株
式
会
社
　
埼
玉
支
店

　
6
月
9
日
㈬
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
埼

玉
県
法
人
会
連
合
会
第
８
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
連
の
総
会
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に

配
慮
し
講
演
会
と
懇
親
会
は
行
わ
ず
、
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
、

各
法
人
会
の
代
表
者
に
ご
出
席
い
た
だ
い
て
行
い
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰 

　
【
県
連
関
係
】

　
　
近
　
藤
　
雅
　
透
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
【
単
位
会
関
係
】

　
　
三
　
富
　
タ
ミ
エ
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
　
岩
　
渕
　
　
　
均
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

　
【
単
位
会
関
係
】

　
　
小
　
川
　
　
　
晃
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
　
山
　
崎
　
政
　
次
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
　
新
　
井
　
清
　
孝
　
（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）

　
　
井
　
川
　
　
　
潤
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　
　
栁
　
寿
　
美
　
恵
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　
　
山
　
﨑
　
充
　
晴
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　
　
飯
　
田
　
孝
　
司
　
（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　
　
厚
　
川
　
俊
　
子
　
（
浦
和
法
人
会
前
理
事
）

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会

　定
時
総
会

◆
春
の
勲
章
・
褒
章

旭
日
小
綬
章

　
　
　
関
亦
　
数
斗
　
様
　
ト
ー
カ
イ
テ
ッ
ク
㈱

旭
日
双
光
章
 

　
　
　
髙
野
　
　
隆
　
様
　
㈱
須
原
屋

池田会長より利根相談役への感謝状贈呈

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る
令
和
２
年
度
表
彰

　
【
福
利
厚
生
事
業

　想
い
を
つ
な
い
で
50
年

　
　
　
　
　
　「
会
員
企
業
を
守
り
た
い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

　
•
役
員
１
人
１
社
紹
介
運
動
表
彰 

役
員
紹
介
成
約
件
数 

　
　
年
間
目
標
１
０
０
％
以
上
達
成
　
第
三
位

　
•
女
性
部
会
新
契
約
目
標
達
成
　
第
二
位

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
日
頃
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

Cafe　kitchen　ななならふき

すし処　みな川

松尾クリーニング　

ＴＯＸＩＣ

エアーテックサービス

高野　大輔

司法書士なかむら事務所

三松工業㈱

エヌズスクラム㈱

㈱富士産業

㈲テクニカル　ループ

日新㈱

東宝㈱

㈲コアフールアン

㈱金剛

医療法人社団　天明会

㈱ワークライフスポーツ

一隅ＴＥＲＲＡＣＥ㈱

アース電工㈱

信清工機　伸清栄二

彦久保　和也

㈱サンキョウ

㈱サムズアップ

㈲宇田米店

㈱パックヨシヅカ

㈱ニッチコーポレーション

㈱オータニ

㈱enrich　the　lives

㈱ｆｏｒＳｐｅｃ

ジーピック合同会社

K・T倶楽部

㈱アルタエステート

㈲清水園

㈱ライズ

㈱リード・サマー

山口　修

ＪＴＩ工業㈱

㈱Ｒ

㈱Ｎｏｎｂｅ

佐藤　良浩

048-789-7001

048-887-0555

048-881-2812

048-708-3824

090-3460-4719

090-6047-9644

048-816-3957

048-767-4653

048-764-9051

048-711-6002

048-813-8121

048-887-5455

048-887-5455

048-873-8115

048-826-5252

048-823-3636

090-9974-0366

048-816-4290

048-755-9371

048-853-9152

048-851-8600

048-799-3927

090-8789-8034

048-862-5952

048-839-0888

048-866-7613

048-789-6213

048-628-2617

048-607-2597

048-864-0249

048-884-3478

048-767-3752

048-873-9940

048-875-2575

048-753-9952

090-3514-0357

048-664-8077

048-641-0505

048-423-2502

090-8945-3928

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

中 央 区

中 央 区

中 央 区

桜 区

桜 区

桜 区

桜 区

桜 区

南 区

南 区

南 区

南 区

南 区

南 区

緑 区

緑 区

緑 区

緑 区

緑 区

見 沼 区

北 区

大 宮 区

埼玉県志木市

埼玉県川口市

飲食店

すし

クリーニング業

ネイルサロン

電気設備・空調工事業

飲食業

司法書士事務所

建設業

児童福祉

印刷業

サービス業（電子機器開発・設計）

卸し売り

卸し売り

美容業

損害保険代理店

医業（整形外科）

スポーツコンサルティング

人材育成コンサルタント

電気工事業

製造業

金属受託加工

電気・電気通信工事

販売代行業

小売業

梱包業

青果物の売買

小売

経営コンサルティング

情報処理サービス

サービス（プランニング/コンサルティング）

自動車洗車業

保育事業

造園業

管工事業

調剤薬局

飲食店

土木工事業

不動産業

飲食業

法
人
会
で
、税
と
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
。
法
人
会
に
入
ろ
う
！

新型コロナウイルス感染症対策に関する情報は、政府・行政機関及び法人会等から多数提供されていることから

浦和法人会ホームページのリンク用バナーからご覧ください。
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話
題
を
聞
き
解
く

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

文
＝
阿
久
戸
嘉
彦

　

 

２
０
１
１
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
三
陸

沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
と
大
津
波
が
東
日
本
を

襲
っ
た
。
巨
大
津
波
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
と
い
う
複
合
災
害
は
、
関
連
死
を
含
め
て
全

国
で
約
１
万
９
６
０
０
人
の
尊
い
命
を
奪
い
、
今

も
２
５
０
０
人
以
上
の
行
方
が
分
か
っ
て
い
な

い
。
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
、
暮
ら
し

と
故
郷
を
根
こ
そ
ぎ
奪
い
、
今
も
４
万
人
以
上
が

避
難
を
続
け
る
。

　

今
年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
10
年
の
節
目
を

迎
え
た
。
復
興
へ
の
歩
み
の
中
で
、
暮
ら
し
を
無

慈
悲
に
奪
わ
れ
た
人
々
の
心
は
ど
う
変
化
し
た
の

だ
ろ
う
。

　

芸
術
は
、
時
代
や
人
々
の
心
を
映
す
鏡
と
い
わ

れ
る
。
福
島
市
在
住
の
画
家
・
秋
葉
珠
実
さ
ん
は
、

観
客
の
前
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
即
興
で
画
を
描
く

「
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
通
し
て
、
被
災

地
の
心
を
伝
え
続
け
て
い
る
。
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
、
海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
福

島
に
暮
ら
し
、
感
じ
て
き
た
心
の
変
化
を
、
秋
葉

さ
ん
が
生
み
出
し
て
き
た
作
品
を
通
し
て
聞
き
解

こ
う
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

今
年
の
３
月
６
日
夜
（
日
本
時
間
７
日
午
前
）、

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

を
追
悼
す
る
式
典
「
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ　

Ｆ
Ｏ

Ｒ　

３
・
11
」
が
、
在
留
邦
人
ら
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
。
式
典
は
、
震
災
の
翌
年
か
ら
毎
年
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
関
係
者
の
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
、
秋
葉
さ
ん
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

そ
の
中
で
、
原
発
事
故
で
町
外
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
畜
産
農
家
に
触
れ
、
殺
処
分
に
同
意
せ
ず

世
話
を
続
け
る
生
き
様
と
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
黒

毛
和
牛
の
「
た
ま
み
」
に
出
会
っ
た
体
験
を
紹
介
。

原
発
事
故
で
失
わ
れ
た
、
人
間
だ
け
で
な
く
多
く

の
動
物
の
命
へ
思
い
を
は
せ
、「
命
の
尊
厳
を
真
剣

に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
訴
え
た
。
動
画
の
中
で
、

秋
葉
さ
ん
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　
「
人
間
と
動
物
が
共
存
で
き
る
世
界
。
壊
し
た
の

も
人
間
だ
が
、
創
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
人
間
。

一
緒
に
創
り
上
げ
ま
し
ょ
う
、
新
し
い
世
界
を
」

　

震
災
後
、
東
京
に
あ
っ
た
制
作
の
拠
点
を
福
島

に
戻
し
た
。
地
元
で
は
絵
本
作
家
「
あ
き
ば
た
ま

み
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
歌
う
こ
と
も
大

好
き
だ
っ
た
。
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
、
画

と
音
楽
で
表
現
す
る
。
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
活
動
の
方
向
が
定
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
タ
ー
「
秋
葉
珠
実
」

の
活
動
は
始
ま
っ
た
。
初
め
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
２
０
１
４
年
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
イ

ベ
ン
ト
で
不
死
鳥
を
描
い
た
。

　
「
福
島
に
生
き
る
者
と
し
て
、
福
島
の
今
や
福
島

に
暮
ら
す
人
々
の
心
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が

常
に
あ
る
。
不
死
鳥
は
、
よ
み
が
え
る
力
の
象
徴
。

震
災
や
原
発
事
故
を
経
験
し
た
福
島
か
ら
生
ま
れ

た
私
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
モ
チ
ー
フ
に
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
た
」

　

和
服
姿
で
、
音
楽
や
場
の
雰
囲
気
に
身
を
委
ね

て
描
き
上
げ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
評
判
を
呼

び
、
活
動
の
場
は
間
も
な
く
世
界
へ
広
が
っ
た
。

17
年
に
は
、
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
最
大
の
ス
ト
リ
ー

作品通し、被災地の心を伝え続ける
福島在住のライブペインター・画家

秋 葉  珠 実  さん

［
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
］
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

和服姿のパフォーマンスが人気（写真提供・秋葉珠実さん）

ト
フ
ェ
ス
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
」
に
参
加
。
新
進

気
鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
て
人
気
を
得
た
。

　
「
福
島
を
心
配
し
て
く
れ
る
声
は
海
外
に
も
根
強

い
」
と
、
秋
葉
さ
ん
は
言
う
。
異
国
で
描
く
不
死

鳥
に
は
、
ど
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
秋

葉
さ
ん
は
、
こ
う
話
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
よ
み
が
え
り
つ

つ
あ
る
福
島
を
、
美
し
い
不
死
鳥
に
重
ね
て
描
い

た
。
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
正
し
く
知
っ
て
ほ

し
い
、
と
い
う
福
島
に
生
き
る
人
た
ち
の
気
持
ち

を
、
世
界
へ
伝
え
た
か
っ
た
。
福
島
に
自
分
の
足

で
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
堂
々
と
表
現
で
き
る

と
自
然
に
思
え
た
」

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
30
分
か
ら
１
時
間
で
数
メ
ー

ト
ル
の
画
を
完
成
さ
せ
る
。
描
く
の
は
、
秋
葉
さ

ん
が
「
福
来
神
（
ふ
く
が
み
）
の
遣
い
」
と
呼
ぶ

生
き
も
の
た
ち
。
福
を
連
れ
て
く
る
神
様
の
遣
い
、

［あきば・たまみ］　福島県福島市生まれ。共立女子大学卒業後、米ニューヨークへ留学。ゴス
ペルなどを歌いながら、音楽を学ぶ。２年間の滞在を経て帰国。2014 年からライブペインター
の活動を開始。また、「あきばたまみ」の名で絵本作家、イラストレーターとしても活躍。主な
著書に『インコの手紙』（経済界）、『きんばあちゃんの花見山』（オープンエンド）などがある。
オリジナルの「龍の守り絵」、ペットの絵などの受注制作にも取り組む。
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2018 年 10 月、米ニューヨークで開催された「ジャパンフェス」。ゴスペルグループ「ユニサウンド」と共演した（写真提供・秋葉珠実さん）

「いのちの共生と絆」 心の変化映す

福
島
の
心
を
映
す
鏡

不
死
鳥
か
ら
白
龍
へ

　

福
島
市
小
田
の
鹿
島
神
社
に
、
８
メ
ー
ト
ル
の

白
龍
の
画
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
19
年
１
月
に
福

島
市
内
で
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
秋
葉
さ
ん
が

描
い
た
も
の
だ
。
縁
が
あ
っ
て
、
そ
の
年
の
夏
に

奉
納
さ
れ
た
。

　

白
龍
は
、
古
代
中
国
で
は
天
帝
の
遣
い
と
さ
れ

る
高
貴
な
獣
神
。
福
島
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

吾
妻
小
富
士
へ
向
か
っ
て
昇
天
す
る
姿
を
描
い

た
。
早
春
、吾
妻
小
富
士
の
北
東
斜
面
に
現
れ
る「
種

ま
き
う
さ
ぎ
」
の
雪
形
も
し
っ
か
り
描
き
込
ん
だ
。

奉納した白龍の画。左は丹治政文宮司。福島市小田の鹿島神社
（写真提供・秋葉珠実さん）

　
「
被
災
地
は
頑
張
っ
て
い
る
。
海
外
の
人
た
ち
も

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。
多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
来
た
。
そ
の
感
謝
を
、
福
島

か
ら
返
し
た
い
。
み
ん
な
で
一
緒
に
幸
せ
に
な
ろ

う
と
、
福
島
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
時
期
で
は
な

い
か
。
心
の
ど
こ
か
に
ず
っ
と
あ
っ
た
思
い
が
、

ま
っ
す
ぐ
に
天
へ
昇
っ
て
い
く
白
龍
の
姿
に
重

な
っ
た
」

　

鹿
島
神
社
に
龍
が
奉
納
さ
れ
た
の
は
２
０
０
年

ぶ
り
の
こ
と
だ
。
折
し
も
こ
の
年
、
２
０
０
年
ぶ

り
の
天
皇
陛
下
の
生
前
譲
位
に
よ
っ
て
、
令
和
が

幕
を
開
け
た
。「
龍
は
、
福
島
の
人
を
守
っ
て
く
れ

る
存
在
。
２
０
０
年
前
に
奉
納
さ
れ
た
黒
龍
と
対

の
よ
う
に
、
時
期
を
合
わ
せ
て
白
龍
を
奉
納
し
た

こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
」
と
、
秋
葉
さ
ん

は
話
す
。

　

不
死
鳥
か
ら
白
龍
へ
。
秋
葉
さ
ん
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
、
被
災
地
の
心
の
移
り
変
わ
り
を
敏

感
に
感
じ
取
り
表
現
し
て
き
た
。
白
龍
は
未
来
へ

つ
な
が
る
生
命
の
象
徴
で
あ
り
、
昇
っ
て
い
く
先

に
は
き
っ
と
「
み
ん
な
で
創
り
上
げ
る
新
し
い
世

界
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
私
の
生
き
る
テ
ー
マ
は

命
の
共
生
と
絆
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
切
に
し

た
い
」。
秋
葉
さ
ん
は
今
夏
、
都
内
で
個
展
を
予
定

し
て
い
る
。

♦秋葉珠実さんの最新情報♦

■活動や個展の情報は
　こちらから　
　

　http://akibatamami.mokuren.ne.jp/
　

■パフォーマンス動画は
　こちらから　

　（2021年４月18日 Ｌive！ スマイルふくしま2021）

と
い
う
意
味
だ
。
勢
い
の
あ
る
筆
遣
い
の
一
方
で
、

ど
こ
と
な
く
か
わ
い
ら
し
く
、
優
し
い
表
情
が
印

象
に
残
る
。
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なぞ解き

さ
い
た
ま
の
八
景
と
十
景
は
知
的
遊
戯

8

秦
野
昌
明

　

北
宋
時
代
（
十
一
世
紀
）
に
活
躍
し
た
画
家
の
宋そ
う
て
き廸
は
、
湖
南
省
瀟し
ょ
う
し
ょ
う
湘
の
四
季
や
気
象

を
題
材
に
瀟

し
ょ
う
し
ょ
う湘
八は
っ
け
い景
（
晴せ
い
ら
ん嵐
・
晩
ば
ん
し
ょ
う鐘
・
夜や

雨う

・
夕せ
き

照し
ょ
う・
帰き
は
ん帆
・
秋
し
ゅ
う
げ
つ月
・
落ら
く
が
ん雁
・
暮ぼ

雪せ
つ

）
を

描
い
た
。
我
が
国
で
は
鎌
倉
時
代
に
普
及
し
、
後
世
、
八
景
思
想
を
基
に
近
江
八
景
や
金

沢
八
景
等
が
選
ば
れ
た
。
次
に
さ
い
た
ま
市
の
八
景
を
紹
介
し
よ
う
。

　

浦
和
の
宮
本
八
景
は
、
御
橋
の
晴
嵐
・
文
殊
晩
鐘
・
井
筋
夜
雨
・
向
山
夕
照
・
新
川
帰
帆
・

磐
舟
秋
月
・
新
田
落
雁
・
遠
山
暮
雪
の
八
景
で
あ
る
。
享
保
年
間
の
氷
川
女
體
神
社
の
宮

司 

武
笠
宮
内
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
。
女
體
神
社
周
辺
の
風
景
が
題
材
と
し
て
詠
み
こ
ま
れ

て
い
る
。

　

与
野
八
景
は
、
寛
政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
俳
人
鈴
木
荘
丹
の
句
集
に
登
場
す
る
。

筑
波
晴
峯
・
落
合
桜
花
・
大
宮
晩
鐘
・
越
土
夕
雨
・
高
沼
稲
舟
・
中
里
照
月
・
筑
越
行
人
・

大
戸
丘
雪
の
八
景
で
あ
る
。
鴻
沼
周
辺
の
風
景
が
題
材
と
し
て
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

大
宮
八
景
は
年
不
詳
で
あ
る
。
並
木
晴
嵐
・
大
成
晩
鐘
・
黒
塚
夜
雨
・
神
橋
夕
照
・
見

沼
帰
帆
・
古
池
秋
月
・
宗
潟
落
雁
・
奥
山
暮
雪
の
八
景
で
あ
る
。
氷
川
神
社
周
辺
の
風
景

が
題
材
と
し
て
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

岩
槻
古
城
八
景
は
、
明
治
十
八
年
頃
（
一
八
八
五
年
）
に
登
場
す
る
。
車
橋
晴
嵐
・
城

口
晩
鐘
・
樹
木
曲
輪
夜
雨
・
鵜
首
夕
照
・
船
入
口
帰
帆
・
高
台
秋
月
・
米
蔵
落
雁
・
茶
屋

台
暮
雪
の
八
景
で
あ
る
。

　

名
勝
と
し
て
の
八
景
を
さ
ら
に
増
や
し
た
「
日
向
十
景
」
は
桜
区
西
堀
の
「
武
州
足
立

郡
日
向
十
景
碑
」に
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
碑
は
元も
と

関
家
の
本
家
の
庭
に
立
っ
て
い
た
が
、

昭
和
二
十
二
年
に
本
家
で
火
災
が
あ
り
、
そ
の
後 

日
向

不
動
堂
へ
移
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
文
に
は
、
関 

伊
左
衛
門 

良
直
が
十
景
を
選
び
、
陸
奥
一
ノ
関 

田
村

家(

岩
手
県)

家
中
菊
池
一か
ず
ざ
ね孚
が
由
来
を
書
き
、
天
保

十
三
年
（
一
八
四
一
年
）
に
建
立
し
て
い
る
。
日
向
で

は
よ
ほ
ど
の
絶
景
で
あ
っ
た
の
か
、
富
士
雪
と
浅
間
山

夕
煙
が
加
え
ら
れ
十
景
と
し
て
い
る
。
次
に
日
向
十
景

を
紹
介
し
よ
う
。

①
富
士
雪

　

短
歌
：
有
明
の
月
と
見
る
ま
て 

久
か
た
の 

雲
ま
ゆ  

匂
ふ 

不
二
の
し
ら
雪

　

解
釈
：
日
向
の
地
か
ら
眺
め
ら
れ
る
、「
雲
間
か
ら

美
し
く
照
り
映
え
る
富
士
の
白
雪
は
、
明
け

方
の
月
か
と
、
見
ま
が
う
ほ
ど
で
幻
想
的
だ
」

と
褒
め
て
い
る
。

②
荒
川
帰
帆

　

短
歌
：
あ
ら
川
の
清
き
流
れ
に 

真
帆
か
け
て 

と
ゆ

ひ
と
遊 
帰
る
百
舟

　

解
釈
：
帆
を
い
っ
ぱ
い
に
張
っ
て
荒
川
の
流
れ
と
戯

同  「高沼稲舟」 中央区鈴木家所蔵『与野八景句集』の内「落合桜花」
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れ
る
よ
う
に
帰
る
舟
運
の
遠
望
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
　
　
　

※
日
向
か
ら
遠
望
で
き
た
か
は
不
詳
。

③
柊
森
夜
雨
（
西
堀
十
の
柊
稲
荷
大
明
神
）

　

短
歌
：
柊
の 

森
の
む
ら
雨 

小
夜
ふ
け
て 

や
ひ
ろ
不
二
ね
の 

玉
と
ち
り
ぬ
る

　

解
釈
：
柊
神
社
の
森
に
夜
更
け
前
に
降
っ
た
通
り
雨
（
急
に
降
る
強
い
雨
）
も
、
広
大

な
富
士
の
峯
ま
で
旅
を
し　

玉
が
砕
け
る
よ
う
に
降
り
終
わ
る
様
を
想
い
楽
し

ん
で
い
る
。

④
鴻
沼
秋
月

　

短
歌
：
千
世
ふ
へ
き 

田
鶴
の
住
と
ふ 

か
う
沼
の
水
底
照
す 

秋
の
夜
の
月

　

解
釈
：
日
向
か
ら
眺
め
る
秋
の
夜
の
月
は
、
幾
年
も
続
く
鶴
の
棲
家
と
伝
え
ら
れ
る
鴻

沼
の
底
ま
で
照
ら
す
ほ
ど
神
々
し
い
。

⑤
上
宮
夕
照
（
西
堀
氷
川
神
社
）

　

短
歌
：
遠
近
の 

野
辺
の
木
影
は 

皆
く
れ
て 

夕
日
の
残
る 

上
宮
の
森

　

解
釈
：
周
り
の
野
辺
の
木
々
は
皆 

暗
く
な
り
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ひ
と
き

わ
小
高
い
上
宮
の
森
だ
け
は
夕
日
に
照
り
輝
い
て
い
る
。

　
　
　
　

※
西
堀
氷
川
神
社
は
そ
の
立
地
か
ら
、
田
島
の
氷
川
神
社
に
対
し
て
「
上
の
宮
」　
（
北
が

　

カ
ミ
）
と
さ
れ
た
。

⑥
浅
間
山
夕
煙

　

短
歌
：
浅
ま
山 

神
の
と
よ
み
け 

か
し
に
け
る 

夕
の
風
に 

煙
た
な
ひ
く

　

解
釈
：
神
の
怒
り
の
ご
と
き
浅
間
山
の
大
噴
火
は
衰
え
た
が
、
日
向
か
ら
見
る
、
夕
方

の
風
に
た
な
び
く
噴
煙
は
風
情
が
あ
る
。

　
　
　
　

※
浅
間
山
は
天
明
の
大
噴
火
（
一
七
八
三
年
）
以
降
、
一
八
〇
三
、一
八
一
五
、一
八
六
九
年
と
噴

　

火
を
し
て
い
る
が
、
天
保
十
三
年
は
小
康
状
態
で
あ
っ
た
の
か
、
噴
煙
が
詠
み
込
ま
れ
て

　

い
る
。

⑦
筑
波
山
暮
雪

　

短
歌
：
年
こ
と
に 

神
の
く
く
れ
る
新
ま
り
か　

筑
波
の
山
の 

雪
の
し
ら
玉

　

解
釈
：
日
向
か
ら
見
る
筑
波
山
の 

雪
の
白
玉
は
、
神
様
が
毎
年
作
る
新
し
い
鞠
の
よ
う

に
清
ら
か
だ
。

⑧
平
野
晴
嵐

　

短
歌
：
夕
風
に 

平
野
の
千
種 

吹
わ
け
て 

荒
川
小
船 

さ
や
に
見
え
つ
つ

　

解
釈
：
日
向
か
ら
は
、
夕
方
吹
く
風
に
、
平
野
の
葦
や
尾
花
な
ど
全
て
の
草
草
が
吹
分
け

ら
れ
て
、
荒
川
に
浮
か
ぶ
小
船
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

⑨
聖
沼
落
雁

　

短
歌
：
富
士
う
つ
る 

聖
の
沼
の
水
底
の 

雪
も
め
て
つ
つ 

お
つ
る
か
り
か
ね

　

解
釈
：
日
向
か
ら
見
る 

聖
の
よ
う
な
水
面
に
映
る
富
士
の
姿
と
頂
の
冠
雪
見
事
だ
が
、　

更
に
水
面
へ
一
列
に
連
な
っ
て
舞
い
降
り
る
雁
の
飛
ぶ
情
景
が
加
わ
り
誠
に
素
晴

ら
し
い
。　
　
　
　

⑩
龍
海
寺
晩
鐘
（
明
治
五
年
に
廃
寺
／
中
央
区
上
峰
に
在
）

　

短
歌
：
龍
の
海
の 

深
き
み
の
り
の　

名
も
し
る
と 

千
里
に
響
く 

入
相
の
鐘

　

解
釈
：
黄
昏
時
に 

日
向
で
聞
く
龍
海
寺
の
梵
鐘
の
音
は
、
深
海
で
龍
が
吠
え
て
い
る
よ

う
な
響
き
で
千
里
に
ま
で
響
き
渡
る
よ
う
な
趣
が
あ
る
。

　

日
向
十
景
碑
は
、
与
野
町
か
ら
戸
田
の
早
瀬
へ
往
来
す
る
脇
往
還
か
ら
の
展
望
と
、「
②

荒
川
帰
帆
、
⑧
平
野
晴
嵐
」
に
あ
る
荒
川
舟
運
の
賑
わ
い
、
そ
し
て 

当
時
の
地
域
文
化
（
教

養
）
が
推
し
量
れ
る
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
二
十
七
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が

家
庭
で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い

と
紙
芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎

日
。
昭
和
五
十
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

日向不動堂の「日向十景」の石碑

在りし日の荒川舟運
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社長さん、こんにちは

困難なときこそ一歩一歩

有限会社　ほんだ屋

代表取締役　本多　秀次（ほんだ　しゅうじ）さん

【会社】
創　業：1954 年（昭和 29 年）
所在地：さいたま市浦和区北浦和１－２―１８
概　要：瀬戸物屋として先々代が創立。時代の移り変わりを経
て 1995 年（平成７年）からファーストフード「モスバーガー」
を経営。現在では、北浦和店、ドン・キホーテ原山店、武蔵浦
和店、アリオ川口店、リプレ川口店の５店舗を展開している。

【社長】
1959 年（昭和34 年）10 月18 日生まれ、61 歳。さいたま市浦和区
出身。高校卒業後、経理の専門学校に進学。卒業後に、２年間の浅
草の瀬戸物屋への修行を経てほんだ屋３代目社長に就任。
1995 年（平成７年）にモスバーガー北浦和店をオープンさせた。

〜〜〜〜【プロフィール】〜〜〜〜
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▼
思
い
切
っ
て
新
た
な
業
界
へ

　

祖
父
が
終
戦
時
に
リ
ア
カ
ー
を
引
い
て
商

売
を
は
じ
め
て
、
昭
和
29
年
に
瀬
戸
物
屋
の

会
社
と
し
て
創
立
し
た
の
が
「
ほ
ん
だ
屋
」

で
す
。
私
は
父
の
亡
く
な
っ
た
高
校
１
年
生

の
16
歳
で
こ
の
店
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
、
経

理
の
こ
と
が
勉
強
で
き
る
専
門
学
校
へ
。
そ

の
後
、
名
門
の
浅
草
の
瀬
戸
物
屋
で
住
み
込

み
で
の
修
行
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
瀬
戸
物
屋
は
大
手
百
貨
店
の
納
品
会

社
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
で
関
西
の
百
貨
店
を
ま
わ
っ
て
い
た
の
は

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
１
人
で
高
松
、
松

山
、
広
島
、
神
戸
、
倉
敷
な
ど
百
貨
店
の
催

し
の
た
び
に
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ワ
ゴ
ン
に
商
品
を
載
せ
る
と
即
座
に
商
品
が

売
れ
る
よ
う
な
催
し
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
３

年
間
経
験
を
積
む
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、

祖
父
の
身
体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
に
、
2
年
間
で
ほ
ん
だ
屋
へ
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

　

戻
っ
て
き
て
早
々
、
店
を
改
装
し
ま
し
た
。

改
装
当
時
の
店
構
え
は
、
銀
座
に
あ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
位
の
立
派
な
店
構
え
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
（
笑
）。
そ
れ
く
ら
い
や
る
気

に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
し
、
お
店
も
う
ま

く
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

変
化
が
あ
っ
た
の
は
、
バ
ブ
ル
が
弾
け
た

後
か
ら
で
し
た
。
メ
ー
カ
ー
品
の
商
品
が
な

か
な
か
個
人
の
瀬
戸
物
屋
に
入
ら
な
く
な
り

始
め
、
売
り
上
げ
が
傾
い
て
き
て
し
ま
い
。

自
分
た
ち
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況

下
。
こ
ち
ら
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
「
商
売
の

た
め
に
な
る
」
と
所
属
し
て
い
た
Ｊ
Ｃ
（
日

本
青
年
会
議
所
）
で
知
り
合
っ
た
仲
間
た
ち

を
見
て
い
て
、
新
た
な
事
業
へ
の
挑
戦
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ビ
ニ
や
パ
ン
屋
な
ど
新
事
業
の
選
択

に
苦
戦
し
て
い
た
の
で
す
が
、
話
を
聞
く
た

め
に
都
内
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
本
部
に
い
く
機

会
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
際
に
立
ち
寄
っ
た

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
で
食
事
を
し
ま
し
た
。
モ
ス

バ
ー
ガ
ー
の
商
品
を
食
べ
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
美
味
し
く

て
。「
こ
の
よ
う
な
美
味
し
い
も
の
を
提
供

し
て
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
商
売
が

し
た
い
」
と
１
９
９
５
年
に
モ
ス
バ
ー
ガ
ー

北
浦
和
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

▼
仲
間
を
信
頼
し
て
経
営
を

　

業
種
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
商
売
の
本
質

は
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
物
販

か
飲
食
か
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
結
局
は

ど
の
業
種
で
も
い
か
に
お
客
様
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
か
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
の

で
。

　

と
こ
ろ
が
、
店
を
動
か
す
と
い
っ
た
点
で

は
、
瀬
戸
物
屋
と
は
大
き
く
違
っ
て
お
り
ま

し
て
。
瀬
戸
物
屋
で
は
私
と
妻
、
と
き
に
は

母
の
基
本
的
な
家
族
経
営
に
パ
ー
ト
さ
ん
が

入
っ
て
、
週
１
日
の
休
み
が
あ
れ
ば
回
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
は

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
朝
の
開
店
準
備
か
ら

夜
の
締
め
作
業
ま
で
３
６
５
日
自
分
で
ま
わ

す
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
り
ゆ

く
中
で
、
開
店
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
く
に

つ
れ
て「
こ
れ
で
は
だ
め
だ
」と
社
員
や
パ
ー

ト
さ
ん
を
頼
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
は
開
店
、
次
に
閉
店
、
次

に
昼
間
の
責
任
者
に
任
せ
る
よ
う
な
形
で
始

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

５
店
舗
を
経
営
す
る
今
で
は
そ
の
当
時
の

パ
ー
ト
さ
ん
や
社
員
が
各
店
舗
の
店
長
を
務

め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
１
０
０
軒

ほ
ど
の
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
店
舗
が
あ
る
の
で

す
が
、
経
営
す
る
店
舗
が
店
舗
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ド
ン
キ
ホ
ー
テ
原
山
店
は
地
下
に
あ
り
、

良
い
と
は
言
え
な
い
立
地
な
の
で
す
が
、
お

客
さ
ま
へ
の
思
い
や
り
を
大
切
に
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
結

果
に
結
び
付
い
た
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
こ

と
で
、
社
員
や
パ
ー
ト
、
バ
イ
ト
の
従
業
員

の
皆
に
は
日
々
感
謝
感
謝
で
す
。

　

仲
間
を
信
じ
て
作
り
上
げ
る
店
舗
の
経
営

は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
し
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
困
難
な
状
況
に
直
面

し
た
と
き
こ
そ
、
そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
今
ま

で
通
り
一
歩
一
歩
着
実
に
お
客
さ
ん
の
信
頼

を
得
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

我
々
が
納
税
額
を
上
げ
る
に
は
、
し
っ
か

り
と
売
上
を
上
げ
て
い
か
な
れ
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
我
々
が
売
上
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
安
心
安
全
で
美
味
し
い
も
の
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
美
味
し
い
も

の
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と

税
を
納
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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県内経済の動き県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2021年6月号より

概況　埼玉県の景気は、新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい状　況にあるものの、持ち直しの動きがみられる

景気動向指数…
　2月のＣＩ（コンポジット・インデックス）は、先行指数：
122.4（前月比＋5.2ポイント）、一致指数：84.3（同＋2.1ポイ
ント）、遅行指数：87.1（同▲0.1ポイント）となった。
　先行指数は3カ月連続の上昇となった。
　一致指数は2カ月連続の上昇となった。
　基調判断となる3カ月後方移動平均は、前月比＋1.94
ポイントと、2カ月連続の上昇となった。
　埼玉県は景気の基調判断を2カ月連続で「上方への
局面変化を示している」としている。遅行指数は3カ月ぶ
りの下降となった。

個人消費…
　3月の百貨店・スーパー販売額は1,097億円、前年比
▲1.2％（既存店）と2カ月連続で減少した。
　業態別では、百貨店（同＋13.5％）は増加したが、ス
ーパー（同▲3.1％）は減少した。
　新設店を含む全店ベースの販売額は同▲0.5％と6
カ月ぶりに減少した。
　4月の新車販売台数（乗用車）は9,830台、前年比＋
27.2％と、昨年に新型コロナ感染拡大の影響で販売が
落ち込んだ反動で大幅に増加した。
　車種別で普通乗用車が5,430台（同＋49.2％）、小型
乗用車は4,400台（同＋7.7％）だった。

住 宅…5カ月ぶりに前年を上回る
　3月の新設住宅着工戸数は4,101戸、前年比＋9.7
％と5カ月ぶりに前年を上回った。
　利用関係別では、貸家が1,257戸（同▲2.7％）と2
カ月ぶりに減少したものの、持家が1,341戸（同＋21.9
％）と4カ月連続で、分譲が1,501戸（同＋11.8％）と4カ
月ぶりに増加した。
　分譲住宅は、マンションが334戸（同＋6.0％）と4カ
月ぶりに、戸建てが1,156戸（同＋12.7％）と10カ月ぶり
に増加した。

公共工事…2カ月ぶりに前年を上回る
　4月の公共工事請負金額は646億円、前年比＋8.1％
と2カ月ぶりに前年を上回った。
　発注者別では、県（前年比＋3.1％）と独立行政法
人等（同＋409.6％）は増加したものの、国（同▲7.9％）、
市町村（同▲12.8％）が減少した。
　なお、4月の請負件数も652件（同＋5.0％）と前年を上
回っている。

生 産…2カ月ぶりに減少
　2月の鉱工業指数をみると、生産指数は86.6、前月比
▲5.5％と2カ月ぶりに減少した。
　業種別では、輸送機械、業務用機械、鉄鋼など9業
種が増加したものの、生産用機械、化学、電気機械など
14業種が減少した。
　在庫指数は82.2、前月比＋0.1％と2カ月ぶりに増加し
た。
　業種別では、生産用機械、鉄鋼、繊維など10業種が
増加したものの、電子部品・デバイス、化学、電気機械な
ど10業種が減少した。

雇 用…有効求人倍率は3カ月ぶりに下降
　3月の受理地別有効求人倍率は、前月から0.01ポイン
ト下降して0.92倍となり、3カ月ぶりに前月を下回った。　
　有効求職者数が90,196人（前月比＋1.1％）と、4カ月ぶ
りに前月を上回るなか、有効求人数は82,926人（同＋0.3
％）と3カ月連続で前月を上回った。
　新規求人倍率は、前月から0.11ポイント下降の1.66倍
となっている。
　なお、3月の就業地別有効求人倍率は、前月から0.02
ポイント下降の0.99倍であった。

百貨店・スーパー販売額は
2カ月連続で減少

上方への局面変化を
示している
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第14回 事業承継・引継ぎ支援センターの機能拡大と
活用方法について
埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

　今回の変更の基本的な考え方は、①事業承継支援のワンストップ化と②事業承継支援体制の強化です。①の事
業承継支援のワンストップ化は、事業承継・引継ぎ支援センターで、事業承継のすべてのパターン（親族承継、役員・
従業員承継、第三者承継）のご相談に対応するというものです。また、②の支援体制の強化については、ⅰ）事業承継
について初期もしくは未着手の段階に経営者の方に対して、状況をヒアリングして課題を整理する「ブロックコーディ
ネーター」の配置、ⅱ）後継者が決まっている場合の専門家派遣による事業承継計画の策定支援、ⅲ）金融機関から
の借入金の個人保証が事業承継のネックになっている企業に対する「経営者保証コーディネーター」による相談対応
が当センターの業務として追加されました。

　基本的には、中小企業・小規模事業者の事業承継相談全般に対応しております。また、M&A（企業の合併・買収）
による事業拡大を考えている企業や、事業を引継いで創業したいという方（主に個人）のご相談にも対応しています。

基本的な考え方

　前回、令和３年度の国の事業承継施策の骨子を説明しましたが、今回は、その中で、本年4月に「事業引継ぎ支援
センター」から名称を変更し、機能拡大をしました「事業承継・引継ぎ支援センター」について、経営者の皆様方がど
のような場合にご活用いただけるかを説明致します（埼玉県事業引継ぎ支援センターに埼玉県事業承継ネットワーク
（いずれも国の予算で運営）が統合したものです）。

事業承継・引継ぎ支援センターの活用方法

ご相談内容 当センターでの対応

これから事業承継について本格的に
考えていきたいが、どのように進め
れば良いか？

当センターの担当者が皆様の状況をお伺いする「事業承継診断」を行い、今後、どのよう
な対応が必要で、どのように進めれば良いかという「課題の抽出」と「今後の対応」につ
いてのアドバイスを行います。

後継者が決まっているが、計画的に
承継を進めたい。

計画的に進めるためには、後継者と承継について共通認識を持つ必要があります。そのた
めには、「事業承継計画」を作成し、それに沿って進めていくことが有効です。当センター
では、「事業承継計画策定支援」として「専門家派遣（一定の回数・金額までは無料）」を
実施しています。

社内に後継者がいない。廃業は避け
たいが何か方策はあるか？

後継者不在で廃業はできない場合の選択肢は、第三者承継（M&A）しかありません。当
センターでは、経営を引継いでくれる企業とのマッチング支援を行います。マッチング後
も契約締結に至るまでの一連の流れを支援しています。

社内に後継者はないが、知り合いの会
社が経営を引継いでくれることになっ
たが、どのように進めれば良いか？

M&A の進め方、解決すべき課題の抽出と解決に向けたアドバイスを行うとともに、必要
に応じて課題の解決に向け専門家等との連携を行います。

事業承継にあたり、会社の金融機関借
入金に対する個人保証がネックとなっ
ている。

金融機関借入金の個人保証に関して、過度な保証とならないよう事業承継に焦点をあてた
「経営者保証ガイドラインの特則」があります。
当センターの経営者保証コーディネーターが、同ガイドラインの充足状況確認、改善計画策
定支援、金融機関との交渉サポート等による経営者保証の解除に向けた支援を実施します。

新規事業への進出、商流の内製化を考
えているが、自前でやると時間がかか
るので何か良い方法はないか？

新たな経営資源の獲得には、自前でやる方法と、既存の企業のインフラを活用する方法と
があります。後者の場合、一つの選択肢としてM&Aによる方法があります。
当センターでは、後継者不在企業で第三者承継を希望する企業とのマッチングを行います。

新たに創業したいが、一から始めるの
は大変なので、既存の事業を引継ぎた
い。

当センターでは、創業を希望する個人の方と後継者不在の事業者の方とのマッチングを「後
継者人材バンク」事業として実施しています。比較的小規模で後継者不在の企業・個人事
業主の方でノウハウや経営資源を残したい側とそれを活用して創業に結び付けたいという
方とのマッチングを行っています。
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　事業承継に関するご相談、Ｍ＆Ａによる事業拡大をお考えの場合は、是非、埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター
にご相談ください。
　当センターへの相談は何回行っても無料です。また、相談対応する者には、法律上守秘義務が課されていますの
で、お気軽にご相談ください。

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センターへお気軽にご相談ください

所在地：さいたま市浦和区高砂３-１７-１５　さいたま商工会議所会館4階
♦全般的なお問い合わせ　　　　　　：０４８-７１１-６３２６（担当：細野）
♦借入金の個人保証に関する事項　　：０４８-８４５-５２００（担当：宮本）

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター（お問い合わせ先）

243号の主な記事ご紹介

2021年夏号　No.243（令和3年7月1日発行）　
発　行　所：公益社団法人　浦和法人会／編集発行人：広報委員会
〒330-0063 さいたま市浦和区高砂３-17-15（さいたま商工会議所会館７階）
TEL 048-838-7755　FAX 048-838-7757
http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/

表紙の言葉 「海を渡る蝶」
撮影・文　塩田　昌弘

　アサギマダラは、春から夏にかけて、標高1000メ
ートルから2000メートルほどの高原地帯を繁殖地と
して生息し、秋、気温の低下とともに南へ移動し、九
州、沖縄、さらには台湾まで飛んでいく日本で唯一の
渡り蝶だそうです。
　この写真は、夏、栃木県の那須塩原市の高原で撮
影しました。
　高原の爽やかな風の中にふわりふわりと舞うアサ
ギマダラを見つけ、しばらくその姿を眺めていました。
花にとまって蜜を吸う姿がとてもかわいらしかったで
す。
　小さな体で、この大きな海を越えてきたと思うと、
なお一層アサギマダラが素晴らしく思いました。また
今年も出会えたら嬉しいです。

撮影地：栃木県那須塩原市
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県税からのお知らせ
８月は個人事業税第１期分の納期です。
　８月は個人事業税第１期分の納期です。８月初めに納税通知書をお送りしますので、忘れずに納税してください。
　埼玉県の個人事業税は、ご自宅のパソコン、スマートフォンなどから、スマートフォン決済アプリ（PayPay、
LINE Pay、PayB）やクレジットカードによる納税が可能です（税額が30万円以下の場合）。
　インターネットバンキング、モバイルバンキングやコンビニエンスストア、MMK 設置店（NewDays（一部店舗
除く）、ドラッグストア、スーパーマーケット等）でも納税できます。
　新型コロナウイルスの影響により納税が困難な場合は、お早めに県税事務所へご相談ください。

納税は、安全・便利・確実な口座振替で！
　個人事業税の納税には、口座振替がご利用いただけます。口座振替を利用されますと、納期最終日に金融機関が自
動的に振替納税いたしますので、納期のつど納税に出向く手間も省け、うっかり納税を忘れるといった心配もありま
せん。お申込みの手続は、納税通知書に同封されているハガキで簡単に行うことができますので、是非ご利用ください。
　なお、８月末までにお申込みをされた方は、第２期（11月が納期）分から口座振替をすることができます。

　個人事業税について詳しくは、お近くの県税事務所又は県税務課（電話０４８・８３０・２６６４）へお問い合わ
せいただくか、県税務課ホームページ「くらしと県税
（ＵＲＬ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0209/z-kurashiindex/z-2-4.html）」をご覧ください。

★浦和法人会ホームページをリニューアルしました！
　http://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/urawa/
　☆浦和法人会の活動や、税に関する情報を掲載しております。
　　ぜひアクセスしてご活用ください。
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